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..レーダと衛星を周いた
積...生の藍視

x，＜ンド・
ドッブラーレーダ
（横須賀サイト）

ドップラーレーダ
による5分間隔の

ボリュームスキャン
と積乱袋発生の
可視曲l像観測

t 

目的

”積乱雲が発生してからレーダーエコーとして
捉えられるまでの，発生初期段階の詳細を明
らかにすることは積凱雲の発達を理解するよ
で重要である。本研究では，夏季晴天時に関

東平野で発生する積乱雲の発生初期段階を
雲レーダー，X-bandレーダー，可視画像，衛

星データ（rapidscan）を用いた同時観測を行

い，積乱雲発生の微細構造を把握することを

目的としている．

Observations 

加 95・GHzFM-CW radar ( FALCON-I) 
beam width = 0.2・， resolution= 15 m, 

observation interval = 10sec 

・..X-band Doppler radar 
beam width = 1 • resolution = 125 m 

observation interval = 5 min 

掛 Cumulonimbusimage 
time・lapsevideo, handy camera, 
global sky camera, theodolite 

掛 MTSAT-1R

rapid scan data 

10 kmx10 kmの領減におけるファーストエコー頒度
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撮影方向（真北）

2同
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房総サイトにおける観測

雲の観測I]（横須賀）

一一一→ カメラの中央線
ドッブラー
レーダ？下

Z号館 レ／

8月30日12時00分 KADEC「A、B、C、D,E、F」

師8 103 "' 

2012年8月30日の事例の解析

2012年8月30日12時30分過ぎより，房総サイト

の雲レーダーよ空で積乱雲が発達し，約2時間，

発達，衰弱を繰り返した。
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12時32分
~ 
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3・J司緬圃凶闘舟ぜ

房総サイト位置

・哩－－－で寸，...
h 」ル

仰角4.8度 聞包58 仰角7.0度

房総サイト直上において、

強いエコーが観測される．

・4ト

可視画像による雲頂高度の解析

房総サイト直上における雲頂高度
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12時42分

房総サイト周辺にて

判ザ

14時07分

エコーの中心が北に移動

房総サイト直上における
可視雲頂高度（上）、Wバンド（中）とXバンド（下）の比較
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Wバンド（上）とXバンド（中、下）の比較
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まとめ

千房総半島における観測を実施し、積乱雲発生
の初期過程を捉えるのに成功

・積雲段 から雲レーダーで捉えることが可能であっ
たが、高度3民mを超えある程度釦した時点で明瞭
なエコーが観測された。これは積し雲肉の 粒があ

縞詰~lld差是斑紙芝？ンドレーダーで観
• X-Bandレーダーでのファーストエコーの検出は、闘
値を16dBZとした場合には、雲レーダーで検出され
た明瞭なエコーに対して20分程度遅れていた。

• X-Bandレーダーでのエコーの検出を闇値10dBZ 
剖した場合雲レーダーで明瞭なエコーが検出された
属刻にl副委一致した。
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